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は じ め に
トノサマガエル（Pelophylax nigromaculatus）は
仙台平野から関東平野を除く本州，四国，九州に広
く自然分布する（前田・松井 1989）。北海道には
1990 年ごろに学校教材として持ち込まれ（斎藤
2003），水田地域を中心に分布を拡げ（竹中 1997），
現在までに札幌市，恵庭市，江別市，北広島市，南
幌町，石狩市などで生息が確認されている（竹中
1993，1997；斎藤・富川ほか 1998；斎藤 2002，2004；
徳田 2013，2014，2015；堀・水島 2016）。北海道に
おいて，トノサマガエルは希少種を捕食する等の捕
食影響があることから（更科ほか 2011；義久ほか
2011；更科・吉田 2015），2015 年に北海道生物の多
様性の保全等に関する条例に基づき指定外来種とな
り，放逐による分布拡大の予防が期待されている。
トノサマガエルは，これまで石狩川沿いで多く生
息が確認されており，石狩市内では厚田区の水田に
局所的な分布が確認されたのみであり（徳田 2014），
石狩川河口の石狩浜までは分布確認がされていな
かった。本研究では，2017 年⚕月に石狩浜にてトノ
サマガエルと考えられる鳴き声を確認したことか
ら，IC レコーダーによる音声モニタリングを実施
し，石狩浜にてトノサマガエルの生息を確認したの
で報告する。
調査地点及び手法
調査地点は，石狩市親船町に位置する親船名無沼
である（図⚑）。親船名無沼には在来種のエゾアカ
ガエル（Rana pirica），ニホンアマガエル（Hyla
japonica）が生息している。また，指定外来種のア
ズマヒキガエル（Bufo japonicus formosus）も定着
が確認されている。親船名無沼と道路を挟んで向か
い側には石狩浜海浜植物等保護地区があり，2017 年
からは，石狩市と共同でアズマヒキガエルの石狩浜
海浜植物等保護地区への侵入を防止するための効果
的な防除手法の検討を行っている。親船名無沼は，
石狩浜海水浴場（あそびーち石狩）や石狩浜海浜植
物保護センター，はまなすの丘ビジターセンター等，
石狩浜の観光スポットに近く，夏場には多くの観光
客が利用する。
同地点において，2017 年⚕月⚒日 19 時ごろにト
ノサマガエルと考えられる⽛ンゲゲゲ，ンゲゲゲ⽜
という⚑～⚒個体の鳴き声を確認し，2018 年⚔月
21 日より，IC レコーダーによる音声モニタリング
を実施した。ICレコーダー（Panasonic RR-XS455）
に集音マイク（Sony ECM-CS3）を取り付けた録音
機を水辺の樹木に固定し（図⚒），毎日 20 時から 10
分間，音声を録音した（福山ほか 2009）。回収した
音声データにより得られたカエルの鳴き声から種を
判別した。
結 果
2018 年⚔月 21 日から⚕月 12 日まで音声を録音
した結果，ニホンアマガエルの鳴き声とともに，ニ
ホンアマガエルとは異なるカエルの鳴き声が確認さ
れた。確認された鳴き声は，⽛ンゲゲゲ，ンゲゲゲ⽜
というトノサマガエルに似た鳴き声であり，一声あ
たり⚔～⚕ノートとノート数が少ないことから（徳
田 2014），トウキョウダルマガエルではなくトノサ
マガエルであると同定した。
トノサマガエルの鳴き声は⚕月⚖日から 12 日ま
での⚗日間，毎日確認され，少なくとも⚕～10 個体
程度の複数のオスが鳴いていることが明らかとなっ
た。
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考 察
本報告は，石狩川流域の最も下流域でのトノサマ
ガエルの生息分布の確認となった。本報告ではオス
の鳴き声を利用した音声モニタリングを採用したた
めに，メス個体や卵塊の確認ができなかった。よっ
て，親船名無沼でのトノサマガエルの繁殖・定着の
可能性については議論できない。しかしながら，本
調査地点は石狩浜の観光スポットに近く，夏場には
多くの観光客や地元市民で賑わう場所である。トノ
サマガエルは指定外来種であり，野外への放逐が禁
止されているが，指定外来種の認知は未だ低く，周
辺への来場客によるトノサマガエルのさらなる放逐
や持ち出し等が懸念される。実際に，2017 年には⚑
～⚒個体の鳴き声であったのに対して 2018 年には
少なくとも⚕～10 個体程度と個体数が増加してい
る傾向があることから，今後，さらに個体数が増加
する可能性は十分にあり得る。
今後は，地域に生息する生き物について正しい知
識を有する人材の育成や，市民参加による外来カエ
ルの侵入・拡散防止のためのモニタリングの実施な
どが必要であると考えられる。
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Abstract
The aim of this study is to record the first observation of black-spotted pond frog (Pelophylax nigromaculatus) in
Nanashinuma at Ishikari Coast. We used recording technique to monitor mating call of black-spotted pond frog
between April 12 and May 12, 2018. As the result of monitoring, we conclude that at least two male black-spotted
frogs were inhabiting at the study site.
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